
(57)【要約】

【課題】歯と歯の隙間への入り込む力と歯表面の磨く力

が向上した機能性歯ブラシを提供する。

【解決手段】歯ブラシ柄１０の頭部１１の外側には、縦

方向に長い孔１に植え込まれた針状ブリッスル３の群が

縦方向に配列され、歯ブラシ柄１０の頭部１１の内側に

は、横方向に長い孔１’に植え込まれた針状ブリッスル

３の群が横方向に配列された歯ブラシであって、頭部１

１の外側に植え込まれた針状ブリッスル３の長さが頭部

１１の内側に植え込まれた針状ブリッスル３の長さより

１．５～３．５ｍｍ長く、孔１、１’の形状は楕円形で

ある。本発明の歯ブラシは、従来の歯ブラシに比べ、相

対的に大きな孔に多数の毛が同時に植え込まれるので、

生産性に優れ、内外側の孔に毛を交差方向に植え込むこ

とで、入り込む力及び磨く力を同時に向上させることが

でき、内外側の孔に植え込まれた毛の長さが差を有する

ように植え込むことで、歯との接触面積を増やして歯磨

き効率を向上させることができる。

【選択図】図６ｂ
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 歯 ブ ラ シ 柄 （ １ ０ ） の 頭 部 （ １ １ ） の 外 縁 に は 、 縦 方 向 に 長 い 孔 （ １ ） に 植 え 込 ま れ た
針 状 ブ リ ッ ス ル （ ３ ） の 群 が 縦 方 向 に 配 列 さ れ 、 歯 ブ ラ シ 柄 （ １ ０ ） の 頭 部 （ １ １ ） の 中
央 部 に は 、 横 方 向 に 長 い 孔 （ １ ’ ） に 植 え 込 ま れ た 針 状 ブ リ ッ ス ル （ ３ ） の 群 が 横 方 向 に
配 列 さ れ た 歯 ブ ラ シ に お い て 、
　 頭 部 １ １ の 外 縁 に 植 え 込 ま れ た 針 状 ブ リ ッ ス ル （ ３ ） の 長 さ が 頭 部 （ １ １ ） の 中 央 部 に
植 え 込 ま れ た 針 状 ブ リ ッ ス ル （ ３ ） の 長 さ よ り １ ． ５ ～ ３ ． ５ ｍ ｍ 長 く 、 孔 （ １ ） 、 （ １
’ ） の 形 状 は 楕 円 形 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 機 能 性 歯 ブ ラ シ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 各 孔 １ 、 １ ’ に 植 え 込 ま れ た 針 状 ブ リ ッ ス ル （ ３ ） は 、 先 端 厚 度 が ０ ． ０ １ ～ ０ ． ０ ３
ｍ ｍ 、 テ ー パ ー 長 が ５ ～ １ ２ ｍ ｍ の 多 様 な 形 態 の ブ リ ッ ス ル （ ３ ） が 混 在 す る こ と を 特 徴
と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 機 能 性 歯 ブ ラ シ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 各 孔 （ １ ） 、 （ １ ’ ） は 、 短 軸 の 長 さ が １ ． ６ ～ ２ ． ５ ｍ ｍ 、 長 軸 の 長 さ が ２ ． ５ ～ ５
． ０ ｍ ｍ で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 機 能 性 歯 ブ ラ シ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 各 孔 （ １ ） 、 （ １ ’ ） に 植 え 込 ま れ た 針 状 ブ リ ッ ス ル （ ３ ） は 、 ０ ． ５ ～ １ ． ５ ｍ ｍ の
長 さ 差 を 有 す る よ う に 折 ら れ て 植 え 込 ま れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 機 能 性
歯 ブ ラ シ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 歯 ブ ラ シ 柄 （ １ ０ ） の 頭 部 （ １ １ ） の 外 縁 に は 、 縦 方 向 に 長 い 楕 円 形 孔 （ １ ） に 植 え 込
ま れ た 針 状 ブ リ ッ ス ル （ ３ ） の 群 を 縦 方 向 に 配 列 し 、 歯 ブ ラ シ 柄 （ １ ０ ） の 頭 部 （ １ １ ）
の 中 央 部 に は 、 横 方 向 に 長 い 楕 円 形 孔 （ １ ’ ） に 植 え 込 ま れ た 針 状 ブ リ ッ ス ル （ ３ ） の 群
を 横 方 向 に 配 列 す る こ と で な る 歯 ブ ラ シ の 製 造 方 法 に お い て 、
　 頭 部 （ １ １ ） に 形 成 さ れ た 楕 円 形 孔 （ １ ） 、 （ １ ’ ） の う ち 、 外 縁 の 孔 （ １ ） に は 、 中
央 部 の 孔 （ １ ’ ） よ り 針 状 ブ リ ッ ス ル （ ３ ） を １ ． ５ ～ ３ ． ５ ｍ ｍ 長 く 植 え 込 む こ と を 特
徴 と す る 、 機 能 性 歯 ブ ラ シ の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 各 孔 （ １ ） 、 （ １ ’ ） に 植 え 込 ま れ た 針 状 ブ リ ッ ス ル （ ３ ） は 、 先 端 厚 度 が ０ ． ０ １ ～
０ ． ０ ３ ｍ ｍ 、 テ ー パ ー 長 が ５ ～ １ ２ ｍ ｍ の 多 様 な 形 態 の ブ リ ッ ス ル （ ３ ） が 混 在 す る こ
と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 機 能 性 歯 ブ ラ シ の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 各 孔 （ １ ） 、 （ １ ’ ） は 、 短 軸 の 長 さ が １ ． ６ ～ ２ ． ５ ｍ ｍ 、 長 軸 の 長 さ が ２ ． ５ ～ ５
． ０ ｍ ｍ で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 機 能 性 歯 ブ ラ シ の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 各 孔 （ １ ） 、 （ １ ’ ） に 植 え 込 ま れ た 針 状 ブ リ ッ ス ル （ ３ ） は 、 ０ ． ５ ～ １ ． ５ ｍ ｍ の
長 さ 差 を 有 す る よ う に 折 ら れ て 植 え 込 ま れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 機 能 性
歯 ブ ラ シ の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 機 能 性 歯 ブ ラ シ に 関 す る も の で 、 よ り 詳 し く は 、 ブ リ ッ ス ル が 歯 と 歯 の 隙 間 に
入 り 込 む 力 、 歯 表 面 を 磨 く 力 が 向 上 し た 機 能 性 歯 ブ ラ シ に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 歯 ブ ラ シ に お い て 、 図 １ に 示 す よ う に 、 歯 ブ ラ シ の 頭 部 に 形 成 さ れ た 複 数 の 小 さ
な 円 形 孔 の 各 々 に １ 群 の ブ リ ッ ス ル が 植 え 込 ま れ て い る も の が 一 般 的 で あ っ た 。 し か し 、
こ の よ う な 歯 ブ ラ シ は 、 生 産 性 と 歯 磨 き 効 果 が 低 下 し 、 外 観 が 美 麗 で な い た め 、 最 近 は 、
図 ２ に 示 す よ う な 、 縦 方 向 に 長 い 四 角 形 状 の 複 数 の 孔 に １ 群 の ブ リ ッ ス ル が 植 え 込 ま れ た
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歯 ブ ラ シ （ 以 下 、 “ 先 行 技 術 １ ” と い う ） が 提 案 さ れ て い る 。
　 こ の 先 行 技 術 １ の 歯 ブ ラ シ の 利 点 は 、 １ つ の 孔 に 相 対 的 に 多 く の 本 数 の ブ リ ッ ス ル が 植
え 込 ま れ る の で 、 生 産 性 及 び 歯 表 面 を 磨 く 効 果 が 良 い こ と で あ る 。 更 に 、 そ の 歯 ブ ラ シ が
素 晴 ら し い 外 観 を 有 し て い る の で 消 費 者 に 好 ま れ て い る 。 し か し な が ら 、 現 存 設 備 で は 、
こ の 先 行 技 術 １ の 歯 ブ ラ シ を 製 造 で き な い 。 そ の 理 由 は 、 従 来 の 歯 ブ ラ シ の 製 造 方 法 は 、
直 径 約 １ ． ６ ｍ ｍ の 小 さ な 円 形 状 の 孔 に ブ リ ッ ス ル を 挿 入 し た 後 に 、 一 つ の 支 持 ピ ン で そ
の ブ リ ッ ス ル を 固 定 さ せ る 方 法 で あ り 、 こ の 従 来 の 歯 ブ ラ シ を 製 造 す る 方 法 で は 、 従 来 の
歯 ブ ラ シ の み ぞ よ り 大 き い み ぞ を 有 す る 前 記 先 行 技 術 １ の 歯 ブ ラ シ を 製 造 で き な い 。
　 ま た 、 前 記 先 行 技 術 の 歯 ブ ラ シ で は 、 各 前 記 横 列 の ブ リ ッ ス ル が 各 四 角 形 状 の 孔 に 植 え
込 ま れ て い る の で 、 ユ ー ザ の 歯 表 面 を 磨 く 力 は 優 れ て い る が 、 歯 と 歯 の 隙 間 に 前 記 歯 ブ ラ
シ が 入 ら な い の で 、 歯 の 健 康 が 害 さ れ る お そ れ が あ る 。
　 こ れ に つ い て 詳 細 に 説 明 す れ ば 、 食 料 残 留 物 は 歯 表 面 に も 付 着 す る が 、 歯 と 歯 ま た は 歯
と 歯 茎 と の 隙 間 に 多 く 挟 ま る こ と に な る 。 実 際 に 、 歯 間 に 挟 ま っ た 食 料 残 留 物 が 、 歯 槽 膿
漏 に よ っ て 引 き 起 こ さ れ る 口 臭 、 虫 歯 又 は 歯 周 炎 の 主 な 原 因 と な っ て い る 。
　 と こ ろ が 、 歯 磨 き は 縦 方 向 に 行 う こ と が 正 し い 方 法 で あ り 、 こ の よ う な 方 法 で 歯 磨 き を
行 う 場 合 、 先 行 技 術 １ の 歯 ブ ラ シ は 、 前 記 １ 群 の ブ リ ッ ス ル が 各 四 角 形 状 の 孔 に 配 設 さ れ
て い る の で 、 歯 と 歯 の 隙 間 に 前 記 歯 ブ ラ シ が 簡 単 に 入 ら な い 。 も し 、 ユ ー ザ が 先 行 技 術 １
の 歯 ブ ラ シ を 用 い て 歯 を 縦 方 向 で は な く 横 方 向 に 磨 く な ら ば 、 深 刻 な 問 題 が 発 生 す る 可 能
性 が あ る 。 す な わ ち 、 ユ ー ザ に お け る 歯 の 表 面 上 の エ ナ メ ル 層 が 損 傷 す る こ と で あ る 。 そ
れ は 、 前 記 ブ リ ッ ス ル の 縦 方 向 の 配 設 に よ り 、 水 平 方 向 に 磨 く 力 、 す な わ ち 、 研 磨 す る 力
が 増 強 さ れ る こ と に よ っ て 、 不 幸 な こ と に 歯 の 表 面 上 に 横 の す じ が 形 成 さ れ る た め で あ る
。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 一 方 、 先 行 技 術 １ の 歯 ブ ラ シ の 製 造 方 法 は 、 歯 ブ ラ シ 柄 に 形 成 さ れ た 植 毛 孔 の 数 に 合 わ
せ て 、 ロ ー ル に 巻 き 取 ら れ た 数 千 メ ー ト ル 長 さ の 多 数 の モ ノ フ ィ ラ メ ン ト が 、 射 出 成 形 に
よ り 整 列 さ れ て い る 。 そ の 後 、 そ の モ ノ フ ィ ラ メ ン ト が 植 毛 孔 に 植 え 込 ま れ 、 紡 機 が 原 糸
を 織 る よ う に ブ リ ッ ス ル を 植 え 込 む と 同 時 に 、 前 記 植 え 込 ま れ た ブ リ ッ ス ル が 歯 ブ ラ シ 柄
と 一 体 化 さ れ る 。 一 方 、 歯 ブ ラ シ 柄 は 射 出 成 形 行 程 に よ っ て 製 造 さ れ て い る 。 そ の た め に
、 先 行 技 術 １ の 歯 ブ ラ シ 柄 を 製 造 す る 方 法 で は 、 長 さ が ３ ５ ｍ ｍ 以 下 の ブ リ ッ ス ル を 形 成
す る こ と が 不 可 能 で あ る と い う 問 題 が あ る 。
　 そ の 外 に 、 先 行 技 術 １ の 歯 ブ ラ シ は 、 先 の 尖 っ た 針 状 ブ リ ッ ス ル を 使 う の で 、 歯 間 及 び
歯 と 歯 茎 間 の 境 界 面 の 歯 周 ポ ケ ッ ト 内 へ 歯 ブ ラ シ が 入 り 込 め な い と い う 問 題 も あ る 。
　 こ の よ う な 問 題 点 を 解 決 し た 技 術 と し て は 、 本 発 明 者 に よ る 特 許 文 献 １ （ 以 下 、 “ 先 行
技 術 ２ ” と い う ） が 挙 げ ら れ る 。 先 行 技 術 ２ の 歯 ブ ラ シ は 、 歯 ブ ラ シ 柄 １ ０ の 頭 部 １ １ の
外 縁 に 縦 方 向 に 長 い 複 数 の 孔 １ に 針 状 ブ リ ッ ス ル ３ が 植 え 込 ま れ 、 歯 ブ ラ シ 柄 １ ０ の 頭 部
１ １ の 中 央 部 に は 、 横 方 向 に 長 い 複 数 の 孔 １ ’ に 針 状 ブ リ ッ ス ル ３ が 植 え 込 ま れ た も の で
あ る （ 図 ３ 参 照 ） 。 先 行 技 術 ２ の 製 造 方 法 は 、 歯 ブ ラ シ 柄 １ ０ の 頭 部 １ １ の 外 縁 に は 縦 方
向 に 長 い 複 数 の 長 方 形 孔 １ を 形 成 し 、 頭 部 の 中 央 部 に は 横 方 向 に 長 い 複 数 の 長 方 形 孔 １ ’
を 形 成 し た 後 、 針 状 ブ リ ッ ス ル ３ を 各 孔 １ 、 １ ’ に 挿 入 し 、 長 形 の 支 持 ピ ン ２ で 針 状 ブ リ
ッ ス ル ３ を 固 定 さ せ る 。 そ の 後 、 植 え 込 ま れ た 針 状 ブ リ ッ ス ル の 不 均 一 な 先 端 部 を 切 断 し
、 そ の 切 断 さ れ た 針 状 ブ リ ッ ス ル ３ の 先 端 は 研 磨 行 程 で 磨 か れ る 。
　 先 行 技 術 ２ に よ っ て 、 先 行 技 術 １ の 大 部 分 の 問 題 点 が 解 決 さ れ た 。 し か し 、 先 行 技 術 ２
は 比 較 的 長 方 形 孔 に ブ リ ッ ス ル が 植 え 込 ま れ る か ら 、 植 え 込 ま れ た 毛 の 長 さ が 不 均 一 で あ
る た め 、 別 に 切 断 及 び 研 磨 な ど の 後 処 理 工 程 が 必 要 で あ る 。 ま た 、 先 行 技 術 ２ の 歯 ブ ラ シ
は 、 歯 磨 き 効 率 、 歯 ブ ラ シ が 入 り 込 む 力 、 そ し て 、 磨 く 力 が 不 足 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 大 韓 民 国 特 許 出 願 第 ２ ０ ０ １ － ２ ４ ９ ７ ８ 号 明 細 書
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
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　 そ こ で 、 本 発 明 は 前 記 先 行 技 術 ２ の 問 題 点 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で 、 本 発 明 の
目 的 は 、 別 途 の 後 処 理 工 程 が 不 要 な 針 状 ブ リ ッ ス ル が 交 差 方 向 に 植 え 込 ま れ た 歯 ブ ラ シ を
提 供 す る こ と で あ る 。
　 本 発 明 の 他 の 目 的 は 、 歯 と 歯 と の 間 、 及 び 歯 と 歯 茎 と の 間 の 歯 磨 き 効 率 、 入 り 込 む 力 、
そ し て 、 磨 く 力 が 一 層 向 上 し た 、 針 状 ブ リ ッ ス ル が 交 差 方 向 に 植 え 込 ま れ た 歯 ブ ラ シ を 提
供 す る こ と で あ る 。
　 更 に 、 本 発 明 の 他 の 目 的 は 、 不 良 率 が 減 少 し 、 生 産 性 が 向 上 し た 、 針 状 ブ リ ッ ス ル が 交
差 方 向 に 植 え 込 ま れ た 歯 ブ ラ シ の 製 造 方 法 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 前 記 課 題 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 は 、 歯 ブ ラ シ 柄 （ １ ０ ） の 頭 部 （ １ １ ） の 外 縁 に は
、 縦 方 向 に 長 い 孔 （ １ ） に 植 え 込 ま れ た 針 状 ブ リ ッ ス ル （ ３ ） の 群 が 縦 方 向 に 配 列 さ れ 、
歯 ブ ラ シ 柄 （ １ ０ ） の 頭 部 （ １ １ ） の 中 央 部 に は 、 横 方 向 に 長 い 孔 （ １ ’ ） に 植 え 込 ま れ
た 針 状 ブ リ ッ ス ル （ ３ ） の 群 が 横 方 向 に 配 列 さ れ た 歯 ブ ラ シ に お い て 、 頭 部 １ １ の 外 縁 に
植 え 込 ま れ た 針 状 ブ リ ッ ス ル （ ３ ） の 長 さ が 頭 部 （ １ １ ） の 中 央 部 に 植 え 込 ま れ た 針 状 ブ
リ ッ ス ル （ ３ ） の 長 さ よ り １ ． ５ ～ ３ ． ５ ｍ ｍ 長 く 、 孔 （ １ ） 、 （ １ ’ ） の 形 状 は 楕 円 形
で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
　 ま た 、 前 記 課 題 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 は 、 歯 ブ ラ シ 柄 （ １ ０ ） の 頭 部 （ １ １ ） の 外
縁 に は 、 縦 方 向 に 長 い 楕 円 形 孔 （ １ ） に 植 え 込 ま れ た 針 状 ブ リ ッ ス ル （ ３ ） の 群 を 縦 方 向
に 配 列 し 、 歯 ブ ラ シ 柄 （ １ ０ ） の 頭 部 （ １ １ ） の 中 央 部 に は 、 横 方 向 に 長 い 楕 円 形 孔 （ １
’ ） に 植 え 込 ま れ た 針 状 ブ リ ッ ス ル （ ３ ） の 群 を 横 方 向 に 配 列 す る こ と で な る 歯 ブ ラ シ の
製 造 方 法 に お い て 、 頭 部 （ １ １ ） に 形 成 さ れ た 楕 円 形 孔 （ １ ） 、 （ １ ’ ） の う ち 、 外 縁 の
孔 （ １ ） に は 、 中 央 部 の 孔 （ １ ’ ） よ り 針 状 ブ リ ッ ス ル （ ３ ） を １ ． ５ ～ ３ ． ５ ｍ ｍ 長 く
植 え 込 む こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 歯 ブ ラ シ は 、 従 来 の 歯 ブ ラ シ に 比 べ 、 長 い 孔 に 多 数 の 針 状 ブ リ ッ ス ル が 植 え 込
ま れ て い る の で 、 生 産 性 が 優 れ て い る 。 更 に 、 内 外 側 の 各 長 い 孔 に 針 状 ブ リ ッ ス ル が 交 差
方 向 に 植 え 込 ま れ て い る の で 、 入 り 込 み や す さ と 磨 く 力 を 強 化 し て い る 。
　 内 外 側 の 孔 に 植 え 込 ま れ た 毛 の 長 さ が 相 違 す る よ う に 植 え 込 む こ と で 、 歯 と の 接 触 面 積
を 増 や し て 歯 磨 き 効 率 を 増 大 さ せ る こ と が で き る 。
前 記 針 状 ブ リ ッ ス ル と 歯 と の 接 触 面 積 が 増 え た の で 、 歯 を 磨 く 効 率 を 強 化 し て い る 。 　 　
　 ま た 、 孔 を 楕 円 形 に 構 成 す る こ と で 、 相 対 的 に 大 き な 孔 に 複 数 の ブ リ ッ ス ル が 植 え 込 ま
れ て も 、 植 え 込 ま れ た ブ リ ッ ス ル の 長 さ が 全 体 的 に 不 均 一 に な る 問 題 点 を 解 決 す る こ と に
よ り 、 従 来 技 術 の 最 大 問 題 点 で あ る 植 毛 後 の 切 断 及 び グ ラ イ ン デ ィ ン グ 工 程 を 追 加 し な け
れ ば な ら な い 問 題 点 を 根 本 的 に 解 決 す る こ と が で き る こ と に な っ た 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 歯 ブ ラ シ を 詳 細 に 説 明 す る 。
　 虫 歯 発 生 率 の 高 い 臼 歯 、 犬 歯 及 び 智 歯 の 表 面 は 丸 い 形 状 で あ る の で 、 本 発 明 の よ う に 、
頭 部 １ １ の 外 縁 に 植 え 込 ま れ る ブ リ ッ ス ル の 長 さ を 頭 部 の 中 央 部 に 植 え 込 ま れ る ブ リ ッ ス
ル よ り 長 く す れ ば 、 該 ブ リ ッ ス ル と 丸 い 形 状 の 歯 と の 接 触 面 積 を 増 加 で き る 。 こ の よ う に
ブ リ ッ ス ル と 各 歯 表 面 と の 接 触 面 積 が 増 加 す れ ば 、 歯 磨 き 効 率 と 歯 表 面 の 磨 く 力 を 増 加 で
き る 。
　 ま た 、 歯 磨 き を 上 下 に 行 う 場 合 、 横 に 長 く 植 え 込 ま れ た 短 い 毛 は 歯 間 に 円 滑 に 入 り 込 み
や す く す る こ と が で き 、 縦 に 長 く 植 え 込 ま れ た 長 い 毛 は 歯 表 面 を 効 果 的 に 磨 く と と も に 歯
と 歯 茎 間 の 歯 周 ポ ケ ッ ト 内 へ の 入 り 込 み が 円 滑 で あ る 。 長 い ブ リ ッ ス ル と 短 い ブ リ ッ ス ル
と の 長 さ の 差 は １ ． ５ ～ ３ ． ５ ｍ ｍ 範 囲 が 適 切 で あ り 、 こ の 範 囲 を 外 れ る 場 合 に は 、 ブ リ
ッ ス ル と 歯 表 面 と の 接 触 面 積 が 減 少 す る 。
　 本 発 明 に お い て 、 ‘ 交 差 植 毛 ’ の 意 味 は 、 正 確 に 横 長 方 向 と 縦 長 方 向 に 植 え 込 ま れ る こ
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と は 勿 論 、 図 ８ ～ 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 横 長 方 向 ま た は 縦 長 方 向 に 植 え 込 ま れ る ブ リ ッ ス
ル 群 が 横 線 ま た は 縦 線 を 基 準 と し て ３ ０ ° 以 内 の 角 度 に ジ グ ザ グ に 植 え 込 ま れ る も の も 含
む と い う 意 味 で あ る 。 こ の 角 度 の 範 囲 内 で は 、 本 発 明 の 目 的 と す る 効 果 を 収 め る こ と が で
き る 。
　 針 状 ブ リ ッ ス ル と い う の は 、 先 端 に 行 く ほ ど 細 く な る ブ リ ッ ス ル を い い 、 歯 と 歯 の 隙 間
、 ま た は 歯 と 歯 茎 の 隙 間 の 歯 周 ポ ケ ッ ト 内 へ の 入 り 込 む 力 が 優 れ て い て 柔 ら か く 、 近 年 、
消 費 者 か ら 評 判 の 良 い 歯 ブ ラ シ 用 ブ リ ッ ス ル を 言 う 。 そ の 製 造 方 法 は 、 先 端 部 を 機 械 的 に
グ ラ イ ン デ ィ ン グ す る 方 法 と 、 酸 性 ま た は ア ル カ リ 性 薬 品 に 先 端 部 を 浸 漬 さ せ て 分 解 さ せ
る 方 法 が あ る 。
　 本 発 明 で 使 用 さ れ る 針 状 ブ リ ッ ス ル の 先 端 厚 度 は ０ ． ０ １ ～ ０ ． ０ ３ ｍ ｍ の 範 囲 で あ り
、 こ の 範 囲 内 の 多 様 な 先 端 厚 度 を 有 す る ブ リ ッ ス ル が 混 合 し て 使 わ れ る こ と が よ り 望 ま し
い 。 本 発 明 で 使 わ れ る 針 状 ブ リ ッ ス ル の テ ー パ ー 長 は ５ ～ １ ２ ｍ ｍ の 範 囲 で あ り 、 や は り
こ の 範 囲 の テ ー パ ー 長 を 有 す る 多 様 な ブ リ ッ ス ル が 混 合 し て 使 わ れ る こ と が 適 切 で あ る 。
そ の 理 由 は 、 多 様 な 先 端 と テ ー パ ー 長 を 有 す る ブ リ ッ ス ル が 混 合 し て 使 用 さ れ れ ば 、 適 切
な 入 り 込 む 力 と 磨 く 力 を 発 揮 す る こ と が で き る だ け で な く 、 歯 ブ ラ シ の 寿 命 が 延 長 す る か
ら で あ る 。 先 端 厚 度 が 前 記 範 囲 未 満 の 場 合 に は 、 磨 く 力 が 低 下 す る こ と に な り 、 前 記 範 囲
を 超 え る 場 合 に は 、 硬 性 が 増 加 し て 、 歯 磨 き の 時 に 歯 茎 を 損 傷 さ せ る お そ れ が あ る 。 テ ー
パ ー 長 が 前 記 範 囲 未 満 の 場 合 に は 、 硬 性 が あ ま り 増 加 し 、 前 記 範 囲 を 超 え る 場 合 に は 、 磨
く 力 が 低 下 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 １ の よ う に 小 さ な 円 形 孔 に ブ リ ッ ス ル が 植 え 込 ま れ た 歯 ブ ラ シ を 製 造 す る 方 法 は 大 変
簡 単 で あ り 、 孔 に 、 図 ４ の よ う に 、 ブ リ ッ ス ル を 植 え 込 ん だ 後 、 支 持 ピ ン で 固 定 さ せ る こ
と で 済 む 。 こ の よ う に 製 造 さ れ た 歯 ブ ラ シ は 、 孔 の 直 径 が １ ． ６ ｍ ｍ 程 度 と 小 さ い か ら 、
支 持 ピ ン で 固 定 し た 後 、 後 処 理 を 行 わ な く て も 、 表 面 に 突 出 し た ブ リ ッ ス ル の 長 さ は 比 較
的 一 様 で そ の ま ま で 製 品 化 さ れ る 。
　 先 行 技 術 ２ の ブ リ ッ ス ル の 植 毛 方 法 も 前 記 と 同 様 で あ る が 、 歯 ブ ラ シ 柄 に 形 成 さ れ た 孔
が 大 き い た め （ 横 １ ． ０ ～ ２ ． ０ ｍ ｍ 、 縦 ３ ． ０ ～ ４ ． ５ ｍ ｍ ） 、 孔 の 形 状 と 類 似 の 長 形
の 支 持 ピ ン で ブ リ ッ ス ル を 固 定 さ せ な け れ ば な ら な く 、 こ の 長 形 の 支 持 ピ ン で 多 数 の ブ リ
ッ ス ル を 孔 に 固 定 す る 場 合 に は 、 孔 の 大 き さ が 小 さ な 従 来 技 術 の 場 合 と は 違 い 、 固 定 さ れ
た ブ リ ッ ス ル の 長 さ が 一 様 に な ら な く な る 。 こ の よ う な 理 由 で 、 先 行 技 術 ２ で は 、 ブ リ ッ
ス ル を 植 え 込 ん だ 後 、 不 均 一 に 植 え 込 ま れ た 毛 の 長 さ を 一 定 に す る た め に 切 断 工 程 が 追 加
さ れ 、 さ ら に 切 断 工 程 に よ っ て 針 状 の 先 端 部 が 除 去 さ れ て 先 端 部 の 厚 度 が 大 き く な る の で
、 さ ら に ブ リ ッ ス ル を グ ラ イ ン デ ィ ン グ し て テ ー パ ー 状 に す る 工 程 が 必 要 で あ っ た 。 こ の
よ う な 工 程 が 付 け 加 え ら れ る こ と に よ っ て 、 作 業 性 が 大 き く 低 下 す る だ け で な く 、 切 断 後
に グ ラ イ ン デ ィ ン グ 加 工 を 行 っ て も 、 植 え 込 ま れ た ブ リ ッ ス ル の 先 端 厚 度 は 比 較 的 大 き く
て 柔 ら か さ が そ の ま ま 維 持 さ れ な い と い う 問 題 点 も 同 時 に 発 生 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 で は 、 歯 ブ ラ シ 柄 に 楕 円 形 孔 を 形 成 す る こ と で 、 前 記 の よ う な 先 行 技 術 ２ の 問 題
点 を ま っ た く 解 決 し た 。 先 行 技 術 ２ に お い て 、 植 え 込 ま れ た ブ リ ッ ス ル の 長 さ が 不 均 一 に
な る 理 由 は 、 孔 の 大 き さ が 従 来 技 術 に 比 べ て 大 き い こ と も あ る が 、 そ れ よ り は 孔 の 形 状 が
四 角 形 な こ と に よ る と い う の を 繰 り 返 し 実 験 に よ っ て 証 明 し 、 先 行 技 術 ２ の よ う な 大 き さ
の 孔 を 形 成 し て も 、 孔 の 形 状 を 楕 円 形 ま た は 楕 円 形 と 類 似 の 形 態 に す れ ば 、 不 均 一 植 毛 の
問 題 点 が 解 決 す る こ と が で き る 。 楕 円 形 と 類 似 の 形 態 と 言 う の は 、 図 ５ の よ う に 全 体 的 に
長 方 形 の 形 態 で あ る が 、 角 部 分 が ラ ウ ン ド 処 理 に よ っ て な く な っ た 形 態 の も の を 意 味 す る
。 こ の よ う な 工 程 に よ っ て 得 ら れ る 本 発 明 の 歯 ブ ラ シ は 図 ６ ａ 、 ｂ の よ う で あ る 。
　 歯 ブ ラ シ の 浸 透 力 を も っ と 向 上 さ せ る た め に は 、 半 分 に 折 ら れ て 各 孔 に 植 え 込 ま れ る 針
状 ブ リ ッ ス ル の 長 さ が ０ ． ５ ～ １ ． ５ ｍ ｍ 程 度 の 差 を 有 す る よ う に 植 え 込 む こ と が 望 ま し
い 。 同 じ 孔 に 植 え 込 ま れ た 毛 が 、 図 ７ の よ う に 、 左 右 偏 差 を 有 す る よ う に 植 え 込 ま れ る こ
と に よ り 、 同 一 高 さ に 植 え 込 ま れ た も の に 比 べ て 、 優 れ た 浸 透 力 を 発 揮 す る よ う に な る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
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【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 は 、 歯 と 歯 の 隙 間 へ の 入 り 込 む 力 及 び 歯 表 面 の 磨 く 力 を 向 上 さ せ る 機 能 性 歯 ブ ラ
シ に 適 用 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ２ 】
【 図 １ 】 従 来 の 円 形 孔 を 持 つ 歯 ブ ラ シ の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 従 来 の 長 方 形 孔 を 持 つ 歯 ブ ラ シ の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 従 来 の 交 差 方 向 に 植 え 込 ま れ た 歯 ブ ラ シ の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 ブ リ ッ ス ル が 支 持 ピ ン に よ っ て 固 定 さ れ た 状 態 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 で 採 択 さ れ る 孔 の 一 形 態 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ６ ａ 】 本 発 明 の 歯 ブ ラ シ の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ６ ｂ 】 本 発 明 の 歯 ブ ラ シ の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 針 状 ブ リ ッ ス ル が 歯 ブ ラ シ に 植 え 込 ま れ た 状 態 で の 、 針 状 ブ リ ッ ス ル の 両 端 部 間
の 高 さ の 違 い を 示 し た 説 明 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 歯 ブ ラ シ の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 他 の 形 態 の 歯 ブ ラ シ の 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 他 の 形 態 の 歯 ブ ラ シ の 平 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 １ 、 １ ’ 　 　 孔
　 ２ 　 　 支 持 ピ ン
　 ３ 　 　 針 状 ブ リ ッ ス ル
　 １ ０ 　 　 歯 ブ ラ シ 柄
　 １ １ 　 　 頭 部
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【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ６ ａ 】
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【 図 ８ 】
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